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Abstract
　　This research paper is to examine the educational effect of the new RB (Real Busi-
ness) lecture course based on Industry- University Collaboration. This year in addition to 
the sports business based lecture “Spolas”, we have applied a lecture course “World Run”, 
which aims to study the Tourism Industry.
　　The environment hiring new University Graduates has been changing dramatically. 
The big gap of understanding the educational needs required from the Industry and what 
Universities provide, decreasing of the job hunting rate and lack of communication skills 
are some of the topics. This paper indicates the validity of lecture comparing with the lec-
ture that had been provided last year concluding that the lecture will fulfill the needs of 
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つきやアイデアを単純に形にしていくものではない。World Runは 2010年度前期に 2時











































































5 4 3 2 1 回答不可
無
回答
?????1 あなたのこの授業への出席率はどの程度でしたか。（調査日現在） 16 1 0 0 0 0 0
2 あなたはこの授業を受けるにあたって予習又は復習をしていますか。 5 7 5 0 0 0 0
3 あなたは、この授業で教員の話に集中し理解しようとしていましたか。 12 5 0 0 0 0 0
4 あなたにとって、この授業はやさしかったですか、難しかったですか。 2 9 5 1 0 0 0
5 あなたはこの授業に対して興味・関心を持ちましたか。 16 1 0 0 0 0 0
?????
6 教員は、授業に対して十分な熱意をもって講義していましたか。 15 2 0 0 0 0 0
7 教員の話し方・説明はわかりやすいですか。 13 4 0 0 0 0 0
8 教員は考えさせ、発言や質問をするように促していましたか。 12 5 0 0 0 0 0
9 教科書は役に立っていますか。 3 1 0 0 0 13 0
10 レジュメ（講義概要）・配布プリント・資料などは有益でしたか。 12 4 1 0 0 0 0
11 板書の文字は読みやすいですか。 5 6 1 0 0 5 0
12 講義に利用されたパソコン・ビデオ・テープレコーダ等の教育用
機器は十分に機能していますか。
12 5 0 0 0 0 0
13 教室内の私語について 17 0 0 0 0 0 0
14 教員は授業環境の整備（私語の注意等）に気を配っていましたか。 15 2 0 0 0 0 0
15 教員は質問などに対して、適切に答えていますか。 15 2 0 0 0 0 0
16 この授業はシラバスや授業計画に沿っていましたか。 11 2 3 1 0 0 0
17 授業中に出されたレポート、確認テストなどの課題は授業目標や
内容にそくしたものでしたか。
14 3 0 0 0 0 0
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